
賃 金 日 額 （法 第 17 条 第 １項 ～第 ３項 ） 

（ １ ）賃 金 日 額 は 、算 定 対 象 期 間 に お い て 、被 保 険 者 期 間 と し て 計 算 さ

れ た 最 後 の６ 箇 月 間 に 支 払 わ れ た 賃 金 （ 臨 時 に 支 払 わ れ る賃 金 及 び ３

箇 月 を超 える期 間 ごとに支 払 われる賃 金 を 除 く 。）の 総 額 を 180 で 除 し

て 得 た 額 と す る 。  
（ ２ ）（ １ ）の 規 定 に よ る 額 が 次 の ① 、② に 掲 げ る 額 に 満 た な い と き は 、

賃 金 日 額 は 、 （ １ ） の 規 定 に か か わ ら ず 、 当 該 ① 、 ② に 掲 げ る 額 と

す る 。  
①  賃 金 が 、労 働 した日 若 し く は 時 間 に よ っ て 算 定 さ れ 、又 は 出 来 高

払 制 そ の 他 の 請 負 制 に よ っ て 定 め ら れ て い る 場 合 に は 、 （ １ ） に

規 定 す る 最 後 の ６ 箇 月 間 に 支 払 わ れ た 賃 金 の 総 額 を 当 該 最 後 の ６

箇 月 間 に 労 働 した日 数 で 除 し て 得 た 額 の 100 分 の 70 に 相 当 す る 額  
②  賃 金 の 一 部 が 、 月 、 週 そ の 他 一 定 の 期 間 に よ っ て 定 め ら れ て い

る 場 合 に は 、 そ の 部 分 の 総 額 を そ の 期 間 の 総 日 数 （ 賃 金 の 一 部 が

月 に よ っ て 定 め ら れ て い る 場 合 に は 、１ 箇 月 を 30 日 と し て 計 算 す

る 。 ） で 除 し て 得 た 額 と ① に 掲 げ る 額 と の 合 算 額  
（ ３ ）（ １ ）、（ ２ ）の 規 定 に よ り 賃 金 日 額 を 算 定 す る こ と が 困 難 で あ

る と き 、又 は こ れ ら の 規 定 に よ り 算 定 し た 額 を 賃 金 日 額 と す る こ と

が 適 当 でないと 認 め ら れ る と き は 、 厚 生 労 働 大 臣 が 定 め る と こ ろ に

よ り 算 定 し た 額 を 賃 金 日 額 と す る 。  

 

本 条 は 、 基 本 手 当 の 日 額 を 決 定 す る た め の 「 賃 金 日 額 」 の 算 定 方 法 を

定 め た 規 定 で あ る 。  

１ ． 賃 金 日 額  

（ １ ） 原 則  

被 保 険 者 期 間 と し て 計 算 さ れ た 最 後 の ６ 箇 月 間 に 支 払 わ れ

た 賃 金 の 総 額 を 180 で 除 し て 得 た 額 。  

＊  こ の 賃 金 総 額 に は 、臨 時 に 支 払 わ れ る 賃 金 及 び ３ 箇 月 を 超 え る

期 間 ご と に 支 払 わ れ る 賃 金 は 含 ま れ な い 。  

（ ２ ） 最 低 保 障 額  

日 給 、 時 間 給 、 請 負 制 の 場 合 に お い て 、（ １ ） の 原 則 の 額 が

低 い と き は 、労 働 し た 日 １ 日 あ た り の 賃 金 額 の 100 分 の 70 に 相

当 す る 額 が 最 低 保 障 額 と な る 。  

（ ３ ）（ １ ）及 び（ ２ ）に よ る 方 法 で 賃 金 日 額 を 算 定 す る こ と が 困 難

な 場 合 、 又 は 算 定 さ れ た 額 を 賃 金 日 額 と す る こ と が 適 当 で な い

と 認 め ら れ る 場 合 は 、 厚 生 労 働 大 臣 が 定 め る と こ ろ に よ り 算 定

し た 額 を 賃 金 日 額 と す る 。  

 




